
インタロック棚器RS－232Cラインコマン帽義仕様書
製作ツジ電子株式会社開発・設計　佐々木

1．人力形態

（》D－Sub25S X　5

ここには、コンタクトデバイダよりくる接点信号が入力される

12点×5（コネクタ）＝　計60点

⑳57－40500　×1

ここには、周波数わ沙（TR5822：アド八●ンテ訃社製）のデづが入力される

入力される周波数データの内、本帯で疲義するデづは　ガ108－106”及び指数部（極性は無視

の以上8桁分です

2．送信形態

本器には、送信形態が2種類あり以下のようになっています。

①人力状態の変化による自動送信

⑳外部より要求コマンドがあった時の要求送信

⑧自動送信について

この自動送信のときは、後払こ述べるビワトマスクされていないビアトの状態の変化を

即変化したときの状態で送信します。

送信時の受け側受信デイは以下のようになります。

Q＊＊＊，＊＊＊，＊＊＊，＊＊＊，＊＊＊，
†－　－　－　－　－

†　†　　t t　　†　　†

A B C D E F

国
－
‥
－
G

＜解　説＞

A・・・自動送信時は必ず送信データの頭にこの”Q〝の文字が付きます。
B　●●・ここはNo．1人カコ彬タの接点デイとなります。
C　●●・ここはNo．2人カコキクタの接点データとなります。

D　●●●ここはNo．8人カコ‡ク，の接点デー，となります。

E　●●・ここはNo．4人カコ‡クタの捷点データとなります。
F　●●●ここはNo．5人カコ‡ク，の接点データとなります。

G　●●・アリミタはCRコヰ●（ODH）です。



㊨要求送信について

この要求送信のときは、外部機器から下記のコイを受信後直ちに状態データを送信します。

外部コマンド　　　R　6】　　　　　（要求コマンド）

送信時の受け側受信データは以下のようになります。

R＊＊＊，＊＊＊，＊＊＊，＊＊＊，＊＊＊，
†－　－　－　－　－

†　†　　†　　†　　†　　t

A B C D E F

国
－
‥
－
G

＜解　税＞

A・・・要求送信時は必ず送信デー，の頚にこの”R”の文字が付きます。
B　●●●ここはNo．1人カコキク，の接点データとなります。

C　●●●ここはNo．2人カコキク，の接点デー，となります。

D　●●・ここはNo．8人カコ‡クタの接点データとなります。

E　●●●ここはNo．4人カコ‡ク，の接点データとなります。

F　●●●ここはNo．5人カコキクタの接点デづとなります。

G　●●●アリミタはCRコヰ●（ODH）です。

3．周波数カウンタのデータ送信について

周波数的ンタデづも前記接点信号とほぼ同様の働きをしますが、抑かくは以下の様になっています。

①自動送信について

入力された周波数的ン押●一，の内容が変化した時に自動送信します。

送信時の受け側受信デづは以下のようになります。

QF＊＊＊＊＊＊＊／＊国
▲

－

▲

－

A

＞税解く

▲

I

 

C D

A　●●・自動送信時は必す送信デイの頚にこのけQF汀の文字が付きます。
B　●●・ここは周波数的ン押●－タとなります。

C　●●●ここは周波数的ンデー，の揖数データとなり、その頚に”／ガの文字が付きます。
D　●●・ヂリミタはCRコヰ●（ODH）です。



⑳要求送信について

この要求送信のときは、外部機器から下起のコードを受信後直ちに状態デー，を送信します。

外部コマンド　　　F　囚　　　　　　（要求コマンド）

送信時の受け側受信データは以下のようになります。

RF＊＊＊＊＊＊＊／＊6ヨ

t t

A B

＞税解く

▲

－

C D

A　●・・要求送信時は必ず送信データの頚にこのけRF”の文字が付きます。
B・・・ここは周浪数カウンタデータとなります。

C　●●●ここは周波数如ン，データの揖数デー，となり、その頚に”／”の文字が付きます。
D　●●●チリミタはCRコード（ODH）です。

4．その他

尚、木器は叩トウエア八ンド九一ク（‡oM．XoFF）を理辞で垂るようになっています。

又フロン川●袖両の11倍のLEDと人力接点の対応は以下のようになっています。

送 信 デ ータのb it 108 101 102 103 104 105

打 袖 LE D のⅣ0 ． 0 1 2 3 4 5

対 応 人 力 ビ川 0． 2－14 3 －15 4 －16 5 －17 6 －18 7 －19

送 信 デ ータのb it 1併 107 1伊 109 10 川 10 11

八●袖 LE DのⅣ0 ． 8 7 8 0 1 0 1 1

対応 人 力 ビ淵 0． 8－20 9 －2 1 10 －2 2 11－2 8 12－2 4 13－2 5

尚、人力コ‡クタの1ビンはF．G

通信条件取り決め

1）ボーレート

2）バリティ

8）データ

0600ポー（但し、木器内部にて1200，2400，4800の切替可能）
なし

8ビット（但し、ASCIIコード）

4）ストップビット　1ビット

5）XoN／XoFF　　　義朗可能
6）アリミタ　　　　　CRコード



5．ビットマスク①（接点データ）

自動送信時において入力されている接点（ビット）の内、そのスト，ス変化を無視したい場合に

そのビサトをマスクする必要がある時にこのコマンドを使用します。

①ピサトマスクをかける場合

外部コマンド M＊＊＊，＊＊＊，＊＊＊，＊＊＊，＊＊＊，
†－　－　－　－　－

†　†　　†　　†　　†　　　t

A B C D E F

＞鋭解く

臼
－
‥
I
G

A・・・必ず東にけM〝の文字を入れて下さい。

B・・・ここはNo．1人カコ‡ク，の接点データとなります。
C・・・ここはNo．2人カコキクタの接点データとなります。

D・・・ここはNo．8人カコ‡クタの接点データとなります。
E・・・ここはNo．4人カコ‡クタの接点デー，となります。

F・・・ここはNo．5人カコキク，の接点デー，となります。

G・・・アリミタはCRコード（ODH）です。

尚、B■－Fのデイでビワトマスクをするbitに1を立ててコマンドして下さい。

⑳現在のピサトマスほれている状態を見たい場合

外部コマンド　　　M　囚　　　　　（要求コマンド）

送信時の受け側受信デづは以下のようになります。

M＊＊＊，＊＊＊，＊＊＊，＊＊＊，＊＊＊，
†－　－　－　－　－

†　†　　†　　†　　†　　t

A B C D E F

国
－
‥
－
G

＜解　脱＞

A・・・要求送信時は必ず送信デー，の頚にガM”の文字が付きます。

B・・・ここはNo．1人カコ‡タダの接点データとなります。

C・・・ここはNo．2人カコキクタの接点データとなります。
D　●・・ここはNo．8人カコ‡ク，の接点デー，となります。

E　●・・ここはNo．4人カコ‡ク，の接点データとなります。
F　●・・ここはNo．5人カコ‡ク，の接点デイとなります。
G　●・・チリミタはCRコート●（ODH）です。

尚、B一十Fのデータでピサトマスクをされているbitには1を立てて帰ってきます。



6．ビットマスク⑳（周波数データ）

自動送信時において入力されている周波数デイくどサト）の内、そのステ一拍変化を無祝したい場合に

そのど外をマスクする必要がある時にこのコマンドを使用します。

①ビ外マスクをかける場合

外部コマンド　　　FM＊＊＊＊＊＊＊／＊

†　　　　　†

A B

国
－
‥
－
C

＜解　説＞

A・・・必ず頭にガFM汀の文字を入れて下さい。
B・・・ここは周波数デー，となります。
C　●●●ヂワミタは　CRコード（ODH）です。

尚、Cのデづでど介マスクをするbitに1を立ててコマンドして下さい。

⑳現在のビワトマスクされている状態を見たい場合

外部コマンド　　　　FM　田　　　　　（要求コ7ンド）

送信時の受け側受信データは以下のようになります。

FM＊＊＊＊＊＊＊／＊囚

▲

I

A

＞税解く

I t

B C

A・・・要求送信時は必ず送信デー，の頭にけFMアの文字が付きます。
B・・・ここは周波数データのピケトマスクデータとなります。

C・・・アリミタはCRコ小●（ODH）です。

尚、Cのデイでピサトマスクをされているbitには1を立てて帰ってきます。

7．参　考

周波数及び接点デイのピサトマスクにおいて、そのデづの途中に’，’や’／’を入れるようになっていますが

，，，や，／，のデづは、あくまでデイの句切りのために挿入するようになっていますので内部ブ升上では、

その起号を無視するようになっています。よって、ピサトマスクコマンドについては’．’やソ’の省略も可能です

御不明な点などありましたら下記担当まで御連絡下さい。

本社
ツミグ電子株式会社　　　　役計担当　　佐々木
〒315茨城県新治耶千代田町下佐谷32卜3
TEL．0209－50－3552（代）
FAX．0290－50－5257


